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第６章 歴史文化資源の保存と活用に関する課題・方針・措置 

１．「歴史文化資源を知る」に関する課題・方針・措置 

（１）課題 

歴史文化資源の適切な保存・活用については、それらの把握のための調査の実施・充実が必須で

あるとともに、その価値づけのための調査研究も必要になります。 

本市ではこれまでも「歴史文化資源を知る」取り組みとして町史編纂に伴う調査をはじめ、歴史

文化資源の把握を実施してきましたが、旧町ごとに調査内容に差があり、特に無形文化財・文化的

景観の調査がほとんどできていません。また、調査から長期間が経過していることから更新が必要

となっています。 

このため、本市では５章での歴史文化資源の把握調査の現状から、調査が不十分な部分を中心に

重点的に悉皆的・総合的な調査を行い、調査結果を市内外に公開する必要があります。 

 

（２）方針 

1-1 歴史文化資源の悉皆的・総合的調査を実施し、その記録を行います。 

1-2 歴史文化資源の魅力を市内外に公開します。 

 

（３）措置 

保存・活用に関する 
措置 

※番号：方針との対応 
措置の内容 

取組主体 事業計画期間 
財
源 地

域 

所
有
者 

管
理
者 

専
門
家 

支
援
団
体 

行
政 

短期 
(1～3
年) 

中期 
(4～6
年) 

長期 
(7～10
年) 

歴史文化資源

の調査の実施 
1-1 

行政と民間が連携

し、未指定の文化財

を中心に調査する。 

△ △ 〇 〇 ◎ 

   

市 

文化財リスト

の作成・管理 
1-1 

調査した文化財を

リスト化し、研究の

基礎資料等にする。 

 △ 〇  ◎ 

   

市 

発掘調査の実

施 
1-1 

必要に応じ埋蔵文

化財の発掘調査を

行う。 

  〇 △ ◎ 

   
国
・
市 

歴史文化資源

のパンフレッ

トや冊子の作

成 

1-2 

歴史文化資源を分

かりやすく解説し

たパンフレット等

を作成し、市内外に

魅力を発信する。 

△ △ △ ◎ 〇 

   

国
・
市 

歴史文化資源

をテーマにし

た講座等の開

催 

1-2 

時代や人物、出来事

別のテーマで講座

を開催し、歴史文化

資源の魅力を発信

する。 

  △ ◎ 〇 

   

国
・
市 
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博物館等と連

携した歴史文

化資源の広報

事業 

1-2 

博物館、公民館、図

書館等で共通した

テーマで歴史文化

資源の講座や展示

を実施し、歴史文化

資源の魅力を発信

する。 

  △ ◎ 〇 

   

国
・
市 

ホームペー

ジ、SNS によ

る情報公開の

拡充 

1-2 

歴史文化資源を魅

力的に解説した動

画等をSNSで全世界

に発信する。 

△ △ △ ◎ 〇 

   
国
・
市 

県内外の自治

体と連携した

情報発信 

1-2 

刀剣や須恵器等の

本市の魅力的な歴

史文化資源を、他の

自治体と連携して

情報発信をする。 

  △ ◎ 〇 

   

国
・
市 

※ ◎ 主体として取り組む  〇 連携、協力を行う  △ 協力体制を整えておく
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２．「歴史文化資源を守る」に関する課題・方針・措置 

（１）課題 

現在、文化財は全国的に人口減少や少子高齢化といった社会状況の変化により散逸や滅失の危機

に瀕しており、地域ごとの特色や歴史文化の存続が危ぶまれています。 

本市でも市内の歴史文化資源については、所有者や地域による保存管理に負うところが大きいの

が現状です。行政としての対応は、管理方法や修理に関する指摘やアドバイス等の限定的なものに

とどまっており、歴史文化資源および周辺環境の日常的な管理不足による歴史文化資源の滅失や市

外(県外)への流失、保存修理や祭礼等に必要な財源や伝統的な材料の不足等、地域の歴史文化その

ものの希薄化という問題を抱えています。中でも建造物の経年劣化や太刀踊をはじめとする祭礼行

事の衰退は、少子高齢化の影響による後継者不足が顕著な問題となっています。 

また、市が所有する歴史資料や土器などの出土品が各所に点在して保管されているため、集約し

適切な管理を行う必要もあります。 

このような現状を踏まえ、今後市内の歴史文化資源の保存・管理については、行政および所有者

等の限られた担い手だけではなく、地域や専門家等を含めた多様な担い手と連携して取り組む必要

があり、そのために必要な財源の確保や日常的な見守り活動といった有効な手法、体制や仕組みを

構築していく必要があります。 

また、近年、世界規模で異常気象や自然災害が頻発化・甚大化する傾向にあることから、今後想

定される風水害地震等に対する歴史文化資源の防災対策の充実が求められます。しかしながら、建

造物の耐震化や防災施設の設置・更新等の被害を最小限にとどめるための対策は十分でなく、さら

に災害発生時の対応があらかじめ定められていないことも課題です。 

このような地域において守るべき歴史文化資源の防火や防犯に対する市民意識の向上が大きな

課題であり、地域総がかりで防災、防犯に取り組むためには、行政および所有者、地域等が災害の

危険性を共有し、連携して対策に取り組む体制を確立していく必要があります。 

また、このような現状を踏まえ、歴史文化資源の価値を損なうことなく、後世に継承していくた

めには、立地や保存状態等の歴史文化資源の現況に応じた計画的な保存管理を推進、継続していく

必要もあります。 

 

（２）方針 

2-1 歴史文化資源の保存・管理に取り組みます。 

2-2 歴史文化資源の防犯・防災対策に取り組みます。 

2-3 個別の保存活用計画の策定を進めます。 
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（３）措置 

保存・活用に関する 
措置 

※番号：方針との対応 
措置の内容 

取組主体 事業計画期間 

財
源 

地
域 

所
有
者 

管
理
者 

専
門
家 

支
援
団
体 

行
政 

短期 
(1～3
年) 

中期 
(4～6
年) 

長期 
(7～10
年) 

財源確保の仕

組みづくり 
2-1 

クラウドファンデ

ィングやふるさと

納税等の歴史文化

資源を保存活用す

るための財源確保

の仕組みを検討す

る。 

   〇 ◎ 

   

市 

歴史文化資源

の保存・管理

の支援 

2-1 

歴史文化資源の保

存・管理に対し補

助金を交付する。  ○ ○ ○ ◎ 

   
国
・
県
・
市 

歴史文化資源

の保存・管理

の検討 

2-1 

歴史文化資源の管

理・保存を適切に

行えるよう検討す

る。 

 ○ ○ ○ ◎ 

   
国
・
市 

登録有形文化

財の保存・修

理 

2-1 

国の補助金等を活

用し、登録有形文

化財の修理を行

う。 

 ○ ○ ○ ◎ 

   
国
・
市 

資料の集約と

収蔵設備の整

備 

2-1 

市が所有する資料

を一括して保存・

管理が行える収蔵

施設を整備する。 

    ◎ 

   
国
・
市 

地域による文

化財見守り活

動の推進 

2-1 

地域コミュニティ

ー等と連携し、日

常の巡視活動を推

進する。 

◎ 〇  〇 〇 

   

市 

指定文化財等

の防犯・防災

設備の整備促

進 

2-2 

建造物や美術工芸

品等の防犯や防火

のため、自動火災

報知機や消火設

備、防犯カメラ等

の整備や更新を行

う。 

 〇  △ ◎ 

   

国
・
県
・
市 
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文化財ハザー

ドマップの作

成 

2-2 

市のハザードマッ

プ等を参考に、文

化財の災害に対す

る危険性をあらか

じめ把握するため

の文化財ハザード

マップを作成し、

所有者等への周知

を図る。 

△ △ 〇 △ ◎ 

   

国
・
市 

庁内各課、警

察・消防等と

の連携の推進 

2-2 

災害・盗難等の被

害にあった時に備

えて、写真・特徴・

寸法等の情報を記

録した文化財リス

トを整備するとと

もに、警察・消防と

共有することで防

犯・防災の迅速な

初動対応を可能に

する。 

 △ △ 〇 ◎ 

   

市 

個別の文化財

の計画の推進 
2-3 

未指定を含めた文

化財の個別の保存

計画の作成を推進

する。 

 △ △ 〇 ◎ 

   

市 

※ ◎ 主体として取り組む  〇 連携、協力を行う  △ 協力体制を整えておく 
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３．「歴史文化資源を活かす」に関する課題・方針・措置 

（１）課題 

歴史文化資源を活かした教育については、公民館や図書館で地元の歴史を題材にした講演会が定

期的に開催されていますが、市民が学んだ後に関連する歴史文化資源を巡るような機会は、なかな

か創出できていません。 

市内の小中学校では、学校別に近辺の歴史文化資源を教材として取り上げた授業が断片的に行わ

れています。しかし、地域の歴史を学ぶことで、地域を誇りに思う気持ちを醸成するところまでは

至っていない所が多いのが現状です。各学校現場では、授業における提示資料や指導参考資料、児

童生徒に直接瀬戸内市の豊かな歴史を語れるゲストティーチャーを求めていますが、なかなか対応

しきれていません。 

そのため、行政や地域住民と学校現場をつなぎ、学習内容に応じた人材をゲストティーチャーと

して的確にコーディネートする組織が求められます。 

観光面の課題としては、市内に豊富にある歴史文化資源をむすびつけての活用が十分にされてい

ないことが挙げられます。例えば、瀬戸内市には、大小約 500 基の古墳がありますが、道が整備さ

れているものが少なく、観光資源として取り入れられていません。モデルコースを明示したパンフ

レットも一部で作成されているのみで市内全体をカバーしきれていません。そのため、県内でも古

墳が多く築かれた地にも関わらず、市民や観光客にあまり認知されていません。 

他の歴史文化資源においても令和４年（2022）度より備前長船刀剣博物館では、国宝「山鳥毛」

を展示していない時でも、本物を鑑賞しているような疑似体験ができる VR コンテンツの運用を始

めています。このように新たなコンテンツの開発や現地を訪れた人が楽しめる体験アクティビティ

ーの開発等が求められます。さらに、市民が歴史文化資源を巡る際の拠り所となる、案内板や説明

板の設置も地域差があり十分とは言えません。今後は、説明板に QR コードをつけ、歴史文化資源

の解説を映像等を交えて行う工夫が求められますが、フリーWi-Fi の設置等の新たな課題も存在し

ています。 

町づくりにおける課題としては、瀬戸内市に残る文化的な景観や歴史文化資源を活かしたまちづ

くりや起業・移住への支援が不十分であることが挙げられます。市内のエリアごとに存在する歴史

文化資源を、そのエリアの歴史的魅力を発信することができる拠点として整備・活用する取り組み

をさらに推進する必要があります。 

  

（２）方針 

3-1 歴史文化資源を教育に活かす人材や団体の育成を進めます。 

3-2 歴史文化資源を観光に活かすよう整備やコンテンツの開発を行います。 

3-3 歴史文化資源をまちづくりに活かす整備と支援を行います。 
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（３）措置 

保存・活用に関する 
措置 

※番号：方針との対応 
措置の内容 

取組主体 事業計画期間 

財
源 

地
域 

所
有
者 

管
理
者 

専
門
家 

支
援
団
体 

行
政 

短期 
(1～3
年) 

中期 
(4～6
年) 

長期 
(7～10
年) 

社会教育にお

ける歴史文化

資源に関する

学習機会の充

実 

3-1 

歴史文化資源を活

かした体験教室や

各種イベント等を

実施し、市民及び

来訪者等、多世代

間の交流事業を推

進する。 

△ △ △ ◎ 〇 

   

国
・
市
・
民
間 

文化財のガイ

ドの育成 
3-1 

文化財を訪れた人

に、歴史文化資源

について解説し、

市の魅力を発信で

きる人材を育成す

る。 

△  △ ◎ 〇 

   
国
・
市
・
民
間 

小・中学校や

高校の歴史・

郷土学習と連

携した教材・

資料の提供 

3-1 

ふるさと教育推進

を目的として、各

学校の教職員を対

象とした研修会へ

の支援や資料提供

を積極的に行う。 

  △ ◎ 〇 

   
国
・
市
・
民
間 

小・中学校や

高校の歴史・

郷土学習への

協力 

3-1 

市内学校の教育目

標や学力観を把握

し、ニーズに合わ

せたゲストティー

チャーを派遣し郷

土学習への協力を

推進する。 

  △ ◎ 〇 

   

国
・
市
・
民
間 

小・中・高生向

けイベント・

ワークショッ

プの開催 

3-1 

史跡見学や体験学

習を開催する等、

歴史文化資源の良

さや面白さを実際

に味わえるイベン

トを開催する。 

△   ◎ 〇 

   
国
・
市
・
民
間 

外国人を含め

た来訪者に配

慮した学びや

体験する機会

の拡充 

3-2 

歴史文化資源の価

値や魅力をコンテ

ンツ化し、体験型

観光としての活用

機会を創出するこ

とで、様々な歴史

文化資源と触れ合

う機会の拡充を図

る。 

△ △  ◎ 〇 

   

国
・
市
・
民
間 
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文化財を巡る

ウ ォ ー キ ン

グ・サイクリ

ングコースの

設定・整備 

3-2 

民間と連携して、

歴史文化資源をウ

ォーキングやサイ

クリングで巡るル

ートを設定する。 

〇 △ △ ◎ 〇 

   国
・
市
・
民
間 

関連文化財群

別の観光コー

スを設定・整

備 

3-2 

民間と連携して、

関連文化財群別の

観光コースを設定

する。 

〇 △  ◎ 〇 

   
国
・
市
・
民
間 

解説板や案内

板設置等の環

境整備 

3-2 

文化財紹介パンフ

レットの内容やお

すすめ観光ルート

に対応した案内

板・解説板の設置

を推進すること

で、訪れた人の満

足度の上昇を図

る。 

〇 △ △ ◎ 〇 

   

国
・
市
・
民
間 

観光事業者と

共同・連携し

た歴史文化資

源を活かした

ツアー、イベ

ントの実施 

3-2 

観光協会や旅行会

社に歴史文化資源

の魅力や観光ルー

ト等の情報を提供

し、本市を訪れる

観光客や修学旅行

生の増加を図る。 

△ △  ◎ 〇 

   

国
・
市
・
民
間 

歴史文化資源

をモチーフに

した商品開発 

3-2 

歴史文化資源を活

用した商品開発を

している企業や地

域団体を支援す

る。 

△   ◎ 〇 

   
国
・
市
・
民

間 

文化財のユニ

ークベニュー

としての活用 

3-2 

文化財のユニーク

ベニューとしての

活用を通じて、所

有者等の財源の確

保を支援する。 

△ ◎  〇 〇 

   

国
・
市 

地域マネージ

ャーの発掘・

育成 

3-2 

歴史文化資源の保

存・活用に関する

情報収集やマネジ

メント力を高める

研修会を開催し、

文化資源をつなぐ

地域マネージャー

を育成する。 

△   ◎ 〇 

   

国
・
市
・
民
間 
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歴史文化資源

を活かしたコ

ンテンツ制作 

3-2 

体験プログラムの

開発やデジタル技

術の活用、複製品

の作成・展示を通

じて、市民等が歴

史文化資源を身近

に触れることがで

きるようなコンテ

ンツを制作する。 

  〇 △ ◎ 

   国
・
市 

歴史的な町並

みの保存・活

用推進 

3-3 

福岡・牛窓の歴史

的な町並みの景観

を守るため、地区

内の修理・修景事

業を支援する。 

△ △  〇 ◎ 

   国
・
市 

歴史文化資源

を活用した町

づくりを担う

人材の育成支

援 

3-3 

伝統的な建築技能

及び知識をもち、

歴史的建造物の保

存・活用や町づく

りの支援を行うこ

とができる人材の

育成を支援する。 

〇 △  〇 ◎ 

   国
・
市 

歴史文化資源

を活用した起

業や移住促進 

3-3 

歴史文化資源を活

かした町づくりに

関心の高い地区を

中心に、空き家を

活用した起業や移

住を推進している

地域コミュニティ

ー等を支援する。 

△   ◎ 〇 

   

国
・
市 

※ ◎ 主体として取り組む  〇 連携、協力を行う  △ 協力体制を整えておく 
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４．「歴史文化資源をつなぐ」に関する課題・方針・措置 

（１）課題 

歴史文化資源の保存・活用の推進体制の整備は、活用や保存を図る上で欠くことができません。

市の現状をみると、行政や歴史文化資源の所有者、地域住民等の担い手、歴史愛好団体などが相互

連携して活動できていないことや、役割分担がはっきりしていないことが課題として挙げられます。 

また、行政内部でも歴史文化資源の保存・活用における推進体制が十分に構築できていないこと

も、これから解消しなければならない課題です。 

 

（２）方針 

4-1 歴史文化資源の所有者や担い手、各団体間での連携に向けたネットワークづくりを行います。 

4-2 歴史文化資源の地域団体での担い手育成の支援をします。 

4-3 市内外での調査・研究体制及び庁内連携体制の充実に努めます。 

 

（３）措置 

保存・活用に関する 
措置 

※番号：方針との対応 
措置の内容 

取組主体 事業計画期間 

財
源 

地
域 

所
有
者 

管
理
者 

専
門
家 

支
援
団
体 

行
政 

短期 
(1～3
年) 

中期 
(4～6
年) 

長期 
(7～10
年) 

地域団体によ

る協議会体制

の構築 

4-1 

所 有 者 や 管 理

者、歴史愛好団

体が連携した協

議会等を開催で

き る よ う に す

る。 

△ △ △ 〇 ◎ 

   

市 

保存・活用講

習会の開催 
4-2 

歴史文化資源の

保存・活用に関

する講演会・講

習 会 を 開 催 す

る。 

 △ △ 〇 ◎ 

   

市 

伝統行事や技

術の継承機会

の支援 

4-2 

民俗芸能、伝統

行事等を担う人

材の確保・育成

を す る と と も

に、関係団体の

支援をする。 

◎   〇 〇 

   国
・
市 

祭礼の維持管

理支援事業 
4-2 

地域の祭礼を継

承するために、

だんじりなどの

用具修理の維持

管理に対して支

援を行う。 

〇   △ ◎ 

   国
・
市 
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瀬戸内市子ど

も歴史クラブ

の創設と運営 

4-2 

小中高生を対象

とした歴史文化

資源を学ぶ歴史

ク ラ ブ を 創 設

し、学んだこと

の発表やボラン

ティアガイドが

できる児童・生

徒を育成する。 

△   ◎ 〇 

   国
・
市 

文化財専門職

員の採用と配

置 

4-3 

文化財専門職員

の拡充、人材確

保を計画的に実

施する。 

    ◎ 

   

市 

文化財専門職

員の資質向上 
4-3 

文化財専門職員

の知識・技術の

スキルアップを

計画的に実施す

る。 

    ◎ 

   

市 

文 化財 の保

存・活用のた

めの体制整備

及び充実 

4-3 

庁内の横断的な

連携体制を整え

るとともに、岡

山県をはじめ庁

外関係機関等と

の連携を強化す

る。 

    ◎ 

   

市 

※ ◎ 主体として取り組む  〇 連携、協力を行う  △ 協力体制を整えておく 

 


